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の結果，2011 年からの約 2 年間の調査で成体 21 個体と幼生 10 個体を確認し，本河川が本種の生息地であるだけ





Abstract: The giant salamander Andrias japonicas, which is endemic to Japan, is ranked as vulnerable.  It is designated as 
a national special natural monument. Information on the giant salamander in Higashi-Hiroshima city is extremely scarce. To 
determine the current habitat of A. japonicas, we surveyed the Mukunashi River including areas where the giant salamander 
had lived in the past. Our surveys did find 21 adults and 10 larvae of A. japonicas within a two year period (from 2011 to 
2013). However, we did not discover any young individuals of total length of 50 mm - 600 mm.  This suggests that larval 
recruitment is not successful.  This paper specifically reports that a critical situation exists for the giant salamander in the 
Mukunashi River in Higashi-Hiroshima City. And the publicity work aiming at conservation and its result are also reported. 
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志和町，高屋町の計 4 町が合併し誕生した。旧市 4 町
の合併直後の 1975 年には人口は約 6 万 6 千人であっ
たが，広島大学の移転，社会資本や工業団地などの産
業基盤の整備が進んだこともあり，2005 年には約 2
























図 1　 オオサンショウウオ Andrias japonicus 
（Temminck，1836）
31東広島市豊栄町に生息する国の特別天然記念物オオサンショウウオの保全に向けた実践的研究
















ことが予想されたため，2012 年 5 月 25 日以降の調査
では，マイクロチップ（Trovan， ISO 型 ID-100）を導
入し個体識別を行った（図 4）。マイクロチップは直




















た。調査は毎回 3－ 25 名で実施し，本種の調査研究
を長年にわたり継続している広島市安佐動物公園の職
員より適宜指導・助言を受けて行った。本種の取り扱
いについては，文化財保護法第 125 条第 1 項，文化
















　本稿ではこれらの目的達成に向けた 2011 年 8 月か





系椋梨川の上流部約 3,200m を調査地とした（図 2）。
川幅は約 2－ 4m，水深は約 10－ 120cm であり，多
くの箇所でコンクリートの三面張りなどの護岸工事が
施されている。河川は水田・民家に隣接しており，高
さ約 1－ 2m の農業用水取水用の堰や可動式のゴム堰
がところどころにみられる。
　調査は 2011 年 8 月 6 日から 2013 年 3 月 24 日に実
施した。7 つの堰により区切られた調査区域を下流側





調査区域にある 7つの堰を始点に下流から順に第 1－ 7区間とした。
32 山﨑大海・清水則雄・土岡健太・上田　進・高松哲男・佐藤捷徳・桑原一司





















　2011 年 8 月 6 日から 2013 年 3 月 24 日の調査で，
のべ 33 個体（表 1）を確認し，このうち 12 個体が再
捕されたものであった（再捕率 36.3％）。
　分布は，第 1 区間 7 個体，第 2 区間 1 個体，第 3
区間 0 個体，第 4 区間 2 個体，第 5 区間 1 個体，第 6
区間 8 個体，第 7 区間 1 個体であった（その他，第 1
区間始点の堰の直下で 1 個体を確認）（図 5）。確認で
きた成体の全長は中央値 77.5cm（最小値 60.0，最大
値 86.0，n = 21），体重は中央値 3.10kg（最小値 1.65，
最大値 5.10，n = 21）であった（図 6）。大型の個体
の生息は確認されたものの，全長 60cm 未満の成体・
幼体を発見することはできなかった。調査期間中の気









2011/08/06 83.0 3.10 5.42 1 －
2011/08/07 76.0 3.20 7.29 1 －
2011/08/08 85.5 5.20 8.32 1 －
2011/08/24 78.0 4.40 9.27 1 区間下流 －
2011/09/09 62.0 1.65 6.92 6 －
2011/10/08 66.0 2.20 7.65 1 －
2011/10/08 86.0 5.20 8.18 1 －
2011/12/12 80.4 3.32 6.39 4 －
2011/12/12 80.1 2.88 5.60 4 －
2012/02/15 76.0 3.30 7.52 6 －
2012/05/25 81.5 3.20 5.91 1 392145000023550
2012/08/17 68.5 2.40 7.47 1 392145000008828
2012/08/17 78.5 3.10 6.41 2 392145000033598
2012/08/18 75.2 3.10 7.29 6 392145000006109
2012/08/27 72.0 1.90 5.09 7 392145000024279
2012/08/30 77.5 2.80 6.02 6 392145000020880
2012/08/30 81.0 3.75 7.06 6 392145000056086
2012/09/05 62.0 1.98 8.31 6 392145000005583
2012/09/05 60.0 1.75 8.10 6 392145000035142
2013/01/28 77.5 2.75 5.91 6 392145000048744
2013/03/24 64.2 1.90 7.18 5 392145000056592
中央値 77.5 3.10 7.18
最大値 86.0 5.20 9.27
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２）繁殖行動
　雌雄の判別については，繁殖期以外は非常に困難で
あったため確認できなかったが，21 個体のうち 2 個
体（全長 75.2cm，体重 3.10kg：雄 A；全長 81.0cm，
体重 3.75kg：雄 B）が繁殖期である 8 月から 9 月に
かけて巣穴を構えたこと，捕獲後の総排出口周辺が隆
起していたことから雄と特定できた。また，繁殖期盛




行き 90－ 120cm の通路を持ちその奥に産卵室を保有
する「徳利型」であった（n = 1：雄 A，雄 B の巣穴
は通路が湾曲しており計測不能）。雄 A の巣穴は，第
6 区間の始点の約 20m 上流の左岸で 2012 年 8 月 18
日に確認したが，筆者らの観察した限りでは，8 月
26 日まで雌の訪問はなく，その後，雄 A は巣穴を放
棄し姿を消した。
３）産卵の確認
　その後の調査（2012 年 9 月 6 日）で，雄 A の巣穴
の上流部約 50m 地点（第 6 区間の中央部やや上流の
左岸）において先述の雄 B（産卵を行い巣穴で卵塊を
守る雄：ヌシ）の巣穴に訪問する雌を発見し，雄 B






んだ 4 個の卵（直径約 20mm）を吐き出す様子も確認
した（図 8）。
４）孵化幼生の確認
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流の水底で 10 個体（全長約 50mm）の幼生を発見し
た（図 9）。堆積した落ち葉の下に 9 個体を確認し，







の秋期調査は実施せず静観した。2012 年 12 月 17 日，
産卵巣穴の通路内に幼生採取用ポンプを挿入し，幼生
を確認するための吸出しを行った。その結果，約 30











肥満度 7.52，第 6 区間；全長 85.5cm，5.20kg，肥満
度 8.32，第 1 区間；全長 86.0cm，5.20kg，肥満度 8.18，
第 1 区間；全長 78.0cm，4.40kg，肥満度 9.27，第 1
区間始点堰堤直下）が見られた（表 1）。肥満度の最
小 値 3.85 の 個 体 は，2011 年 8 月 6 日 に は 全 長
83.0cm，体重 3.10kg（肥満度 5.42）であったが，同
年 10 月 8 日には体重 2.20kg（肥満度 3.85）まで減少








　2011 年 8 月 6 日：第 1 区間成体 3 個体確認，2011
年 11 月 8 日：第 1 区間成体 3 個体確認，2012 年 2 月
15 日： 第 6 区 間 幼 生 10 個 体 確 認，2012 年 5 月 25
日：第 1 区間成体 1 個体確認，2012 年 8 月 17 日：第
1・2 区間成体 2 個体確認。
２）地元豊栄町での専門家による公開講演会

































2012年 2月 15日，第 6区間で発見された 9個体の幼生（全長約
50mm）
35東広島市豊栄町に生息する国の特別天然記念物オオサンショウウオの保全に向けた実践的研究











































松歳川で全長 31.5cm から 60cm までの 26 個体を報告
し，Okada（2008）は河川 A では SVL（吻端から総
排出口までの長さ）5cm 未満から 45cm 程度の個体が，
人工化の進んだ河川 B においても SVL20cm から
50cm 台の個体が確認されたと報告している。また，














ある。2012 年 2 月及び 12 月に幼生を確認した場所は，
調査域でも上流に位置する第 6 区間であった。通常の
本種の産卵数を考えると，600－ 1,000 個体の幼生が











































もある。本調査では，第 6 区間の成体 8 個体のほかに，
下流部の第 1 区間でも成体 7 個体を確認でき（図 5），
この中には本調査で確認したヌシよりも全長，体重，
肥満度のいずれもが上回る大型個体 2 個体も含まれ
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